













る。MX から SX，および SX から基底状態(G) への連続的な発光(MX 発光，および SX 発光)で得
られる 2 つの光子がもつれ光子対としてふるまう。しかし，上述の多光子発光と競争的に 1 つ
の励起子に無輻射緩和する Auger 再結合過程(図 1b)が起こる場合がある。現在，エピタキシャ
ル成長させた QD は Auger 再結合が起こりにくいこと，
低温下で MX 発光と SX 発光を波長分離可能であるこ
とから，もつれ光子対が報告されている 1)。一方，溶液
中で合成されるコロイド状 QD は，Auger 再結合が起
こりやすいため，もつれ光子対の報告例がない。しか
し，コロイド状 QD の Auger 再結合速度は体積が大き
いほど遅くなることが知られている 2)。また，CdSe/CdS 
QD などの quasi-type II では，電子がシェルに非局在化
されるため，Auger 再結合を抑制することができる。そ
こで本研究では，Auger 再結合が抑制される quasi-type 
II の CdSe/CdS QD を用いて，室温で，偏光もつれ光子
対の発生の検証を目的とした。CdS 層の厚さが異なる




を分散させ，ガラス基板上にスピンコートし作製した。まず，励起波長 405 nm のピコ秒パルス
レーザーを組み込んだ共焦点顕微鏡下において，励起光強度と単一 QD の多光子発光挙動の相関
を検討した。次に，偏光もつれ光子対の検証は，多光子発光を示す強度において，単一 QD から









が低いことから，CdS 層が厚ければ Auger 再結合が抑制されることを確認できた。 
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図 3 光子相関ヒストグラム(a, c)，および 
発光スペクトル(b, d)。励起光強度：(a, b) 
3.0 kW/cm2，(c, d) 5.4×10-2 kW/cm2 
図 4 偏光もつれ光子対の測定により得ら 
れた，発光スペクトル(a)，発光減衰曲線
(b)，および光子相関ヒストグラム(c) 
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